
フリガナ

代表者氏名

対象期間

紹介率 

逆紹介率

C：逆紹介患者の数

A/B

診療、研究、研修等の目的で利用されるもの

① 開放病床：５床
② 診療のための施設、設備
　診察室、処置室、ＣＴ、ＭＲＩ、ＲＩ、内視鏡など
③ 研究、研修等のための施設、設備
　講義室（収容80人、ビデオプロジェクター・音響設備一式
　完備）、大会議室（収容40人）、会議室（４室）、
　研究室（１室）、図書室（１室）、パソコンなど

270機関

◇共同利用の実績

※患者数は延べ人数

0.0%

共同利用病床数

高砂市民病院

53.3%

4,550人

8,535人

86.8%

7,416人

　

　

A：紹介患者の数

平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

病院名
タカサゴシミンビョウイン

登録医療機関数

(3,107機関)

※患者数は延べ人数

１．概要

（うち開設者と直接関係のない医療機関延べ数）

病院の施設・設備の一部

医療機関延べ数

平成２９年９月２５日

所在地

高砂市長　 都倉 達殊

◇紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

承認要件

２．業務報告

兵庫県高砂市荒井町紙町３３番１号

3,107機関

地域医療支援病院業務報告書

開設者

承認年月日

共同利用施設・設備

5床

共同利用病床利用率

共同利用の範囲

共同利用に関する規定の有無 有

高砂市病院事業管理者職務代理者院長　永田 正男

紹介率50%以上かつ逆紹介率70%以上

B：初診患者の数

C/B



(417人)

(152人)

(569人)

研修の実績

(144人)

90.0㎡

45.0㎡

78.6㎡

　

　

　

　

　

　

　

大会議室

多目的ホール

有

893人

1,234人

2,127人

優先的に使用できる病床

1台

研修の内容

高砂市民病院オープンカンファレンス等を開催し、
「地域の医師等を含めた症例検討会」「医学・医療に関する講習
会」を実施。
主なテーマは、骨粗鬆症と骨脆弱性骨折、大腿骨近位部骨折のリ
スク、結核について、災害時における糖尿病管理、アドバンスケ
アプランニング、排尿自立指導の現状と展望、インフルエンザに
ついて、高齢者の糖尿病診療について、インスリンについて、高
齢者の血液透析導入指導、ポリファーマシーについて、等。

救急用又は患者輸送用自動車

◇地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

合計

上記以外の救急患者

◇救急医療の提供の実績

研修委員会の設置の有無

救急用又は患者輸送用自動車により搬入した救急患者　

※延べ人数。括弧内は、うち入院を要した患者数

研修プログラムの有無

729人

有

講義室

16回

研修施設

研修体制

23人研修指導者数

3床

専用病床 9床

地域の医療従事者への研修回数

合計研修者数（うち院外参加者）



地方公共団体

その他

医事課長　大内　信弥

病院長　永田　正男

総務課長　木下　貢、医事課長　大内　信弥、地域医療連携室副室長　新田　由紀

電子カルテシステム、総務課、カルテ庫

地域医療連携室

6,647件

相談窓口・相談室・その他（安心サポートセンター、病棟面談
室）

病院の管理及び運営
に関する諸記録の保
管場所

医事課医事係

0件

0件

0件

0件

閲覧担当者

閲覧責任者

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績

救急医療の提供の実績

委員会の開催回数

相談の概要

（１）医療相談
（２）看護相談
（３）社会福祉相談
　　　・経済的問題に関すること
　　　・福祉・介護制度に関すること
（４）退院相談
（５）苦情相談
（６）その他の相談
　　　・医療費について
　　　・近隣医療機関の紹介について、等

◇第九条の十九第一項に規定する委員会の開催の実績

1回

◇患者相談の実績

相談件数

相談を行う場所

看護師、社会福祉士、医事課職員主たる相談対応者

閲覧者別延べ件数

合計

医師

歯科医師

0件

管理責任者

共同利用の実績

地域医療従事者向け研修の実績 総務課

診療に関する諸記録の保管場所

管理担当者

医事課

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法

閲覧の求めに応じる場所

事務局長　高橋　文彦

閲覧実績

紹介患者等の帳簿

医事課

地域医療連携室



有

高砂市民病院

病院機能第三者評価 無

役割に関する情報発信 有

退院調整部門

地域連携クリティカルパスの策定 有

◇その他地域医療支援病院に求められる取組み


